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ツールの開発ツールの開発ツールの開発ツールの開発
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就労支援ツール作成の就労支援ツール作成の就労支援ツール作成の就労支援ツール作成の背景背景背景背景①①①①

★さまざまな障がい種別に対応できる支援スキル

平成26年度以降、難病等の方も福祉サービスの

対象になり、さまざまな障がいあるの方が福祉サー

ビスを使える時代になっている。

障がい者雇用における求職者件数においても、

精神保健福祉手帳所持者（精神障がい・発達障が

い）の件数は増え続けている。
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平成平成平成平成26262626年度年度年度年度 障がい障がい障がい障がい者職業紹介状況者職業紹介状況者職業紹介状況者職業紹介状況
☛ポイント
○新規求職申込件数は、179，222件で、対前年度比9，700件、5.7％の増。

また就職者件数は、84，602件で、同6，719件、8.6％の増。特に精神障害者の就職者件数が大幅に増加し、

身体障害者の就職件数を大きく上回った。

○就職率（就職件数/新規求職申込件数）は47.2％で対前年度比1.3ポイント上昇した。

《合計》179，222件 9，700件増（5.7％増） 84，602件 6，719件増（8.6％増）

○作業別でみると、「医療・福祉」（29，453件）、「製造業」（11，373件）、「卸売業・小売業」

（11，360件）での就職件数が多くなっている。

○解雇者数は1，192件。（平成25年度は1，248人）
3333

※※※※厚生厚生厚生厚生労働省労働省労働省労働省 ホームページホームページホームページホームページより抜粋より抜粋より抜粋より抜粋

障がい者種別 新規求職申込件数 
対前年度比 

（前年度比） 
就職件数 

対前年度 

（前年度比） 

身体障がい 65,265件 
1,419件減 

(2.1%減) 
28,175件 

132件減 

(0.5%増) 

知的障がい 32,313件 
1,315件 

(4.2%増) 
18,723件 

1,074件増 

(6.1%増) 

精神障がい精神障がい精神障がい精神障がい    73,48273,48273,48273,482件件件件    
8,5488,5488,5488,548件増件増件増件増    

(13.2%(13.2%(13.2%(13.2%増増増増))))    
34,53834,53834,53834,538件件件件    

5,1345,1345,1345,134件増件増件増件増    

(17.5%(17.5%(17.5%(17.5%増増増増))))    

その他の障がい者 8,162件 
1,256件増 

(18.2%増) 
3,166件 

643件増 

(25.5%増) 

 



☛福祉・雇用両方の領域で精神・発達障がい
のある方が増えた

☛支援等の需要が高まっている

☛事業所では、とりわけ発達障がいのある方へ
の有効なプログラムの提供、より高い支援スキ

ルが要求される

4444



就労支援ツール作成の背景②就労支援ツール作成の背景②就労支援ツール作成の背景②就労支援ツール作成の背景②

★就労移行支援事業所の稼働率低下

新規利用者獲得が困難な状況が続いており、どの事

業所でも稼働率・契約者数の低下が目立っている。

☞支援学校生の就職率の向上

平成25年4月から、企業の法定雇用率が2.0%に引き上

げられ、支援学校から直接企業就職が決まる件数が

増加している。 5555

要因の一つとして



平成２５年度 平成２６年度

一般企業 180人（17.7%） → 197人（18.4%）増加傾向

継続A型 12人（1.2%） → 19人（1.8%） 増加傾向

就労移行 136人（13.4%） → 123人（11.5%）減少傾向

6666

大阪府下学校別進路調査結果



7777

ちなみに、全国の就労継続A型事業所の数は…

平成２３年度 平成２６年度

945事業所 → 2,403事業所 増加傾向



平成30年には精神障がい者の雇用義務化が予定

されている。それに伴い法定雇用率もさらに引き上げ

られる可能性が高い。

企業は先手を打ちさらに障がい者雇用の裾野は広が

る。

この時流の中、当事業団就労移行支援事業所は、

これまで事業団が支援ノウハウを蓄積してきた知的

障がい者中心の事業所からシフトチェンジを行い、精

神障がい・発達障がいを初め、さまざまな障がいある

方へのサービス提供をすることが求められるようになっ

てきた。
8888



★★★★就労支援ツールのねらい就労支援ツールのねらい就労支援ツールのねらい就労支援ツールのねらい★★★★

発達障がい者の中には、就職先や学生時代に人間

関係構築、コミュニケーションの苦手さから、離職や

疎外感など、さまざまな辛い経験をされている人が

少なくない。

本支援ツールの内容としては、実際に就職してから

起こりうる場面を想定しており、コミュニケーションスキ

ルや社会性の向上を目的としたセミナー形式とした。

また、支援者にも分かり易く、各事業所で汎化しやす
い内容で、「作業以外」のプログラム提供にも活用し
たいと考えている。 9999



❶『自分を知ろう』

❷『ストレスの対処方法』

❸『職場でのコミュニケーション』

❹『ビジネスマナー』

❺『履歴書・職務経歴書の書き方』

❻『面接の受け方』

❼『働き続ける為に大切なこと・

「わたしノート」作成』

全83ページ
10101010

就労支援ツール（就労支援ツール（就労支援ツール（就労支援ツール（セミナー形式セミナー形式セミナー形式セミナー形式））））



就労支援ツール作成のプロセス①就労支援ツール作成のプロセス①就労支援ツール作成のプロセス①就労支援ツール作成のプロセス①

平成26年度から担当者２名でツール開発に取り

組んできた。事業団内外を問わず、さまざまな機関
にご協力いただき支援ツールの試作品を完成させ
た。

この間も当事業団の「こども発達支援センター青

空」の児童発達支援管理責任者に、常にスーパー

バイズを受けながら作成した。

11111111



就労支援ツール作成の就労支援ツール作成の就労支援ツール作成の就労支援ツール作成のプロセス②プロセス②プロセス②プロセス②

☛明光明光明光明光ワークスワークスワークスワークス（箕面市） 定員：20

「自分を知ろう」編 （利用者6名参加）

☛大阪大阪大阪大阪INAINAINAINA職業支援職業支援職業支援職業支援センターセンターセンターセンター（箕面市） 定員：30

「わたしノート・働き続けるために大切なこと」

（訓練生6名参加）

☛地域地域地域地域生活総合支援センターきらら生活総合支援センターきらら生活総合支援センターきらら生活総合支援センターきらら（河内長野市） 定員：15

「ストレスの対処方法」 （利用者5名参加）

☛じょぶじょぶじょぶじょぶライフだいライフだいライフだいライフだいせんせんせんせん（堺市） 定員：30

「職場でのコミュニケーション」（利用者6名参加）
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就労支援ツール試行

その結果・・・

13131313



❶『自分を知ろう』

☛自分自身の現状を知り、「職業準備性」と比較す

ることで、就職に向けての具体的な目標設定に

役立てる。

《実施結果》
・自身を振り返る際に、いかに日々の支援の中でのアセスメ

ントを本人にフィードバックできているかが重要である。

・チェック結果の転記シートを視覚的にわかりやすく簡素に

する。

・評価Bの項目については環境因子で変化するのか、また

は気にしなくてすむ程度なのか等について、個別に振り返

ることが大切である。
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自己チェックシート
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自己チェックシート拡大版
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職業準備性グラフ
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職業準備性グラフ拡大版 記入例
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❷『ストレスの対処方法』

☛職業生活を送るうえでストレスは発生すると思わ

れる。まずは自身のストレスを認知し、それを発

散できる対処方法を見つける。

《実施結果》

・冒頭ではポジティブなイメージから始めた方が良いため、

「ポジティブな感情チェック」を行う方が良い。

・ストレス記入についても、フリー記述より記入例があった

方が記入がし易い。
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ポジティブな感情チェックシート
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ストレス・チェックシート
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ストレス・チェックシート拡大版
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❸『職場での適切なコミュニケーション』

☛離職理由の多くに、職場でのコミュニケーション

の困難さが挙げられる。そのため、コミック会話

のような形式のテキストを作成し、ロールプレイ

を通して学ぶ。

《実施結果》

・参加者の困っている具体例の方が関心度が

高かったと思われる。
23232323



支援ツール⑴【適切な話し方】
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支援ツール⑵【適切な話し方】
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支援ツール⑶【適切な話し方】
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❹『ビジネスマナー』

☛会社内での振る舞い方や、休憩時間の適切な過

ごし方等を、コミック会話のような形式のテキストで

学ぶ。

また、自身の身なりが他者にどの様に見られてい

るかを想像することも苦手な方が多く、身だしなみ

チェックも取り入れている。
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身だしなみチェック表
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身だしなみチェック表 拡大版
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支援ツール⑴【挨拶について】
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支援ツール⑵【挨拶について】
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❺『履歴書・職務経歴書の書き方』

☛ただ『丁寧に書きましょう』という漠然とした説明

では分かり難いため、履歴書・職務経歴書の書

き方について項目ごとに具体的に細かくアドバ

イスする。
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履歴書の書き方について
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履歴書の書き方について 拡大版
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❻『面接の受け方』

☛面接の流れや留意点を学ぶ

実際の面接で頻繁に訊かれる質問も用意している

☛観客で見ていた参加者から、良い点のみ発表

良い点を伝える事で本人の自信につなげる

☛面接の心構えや気をつけることを確認し、自信を

もって面接に臨めるように練習する
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面接の受け方
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スタッフの面接質問マニュアル
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スタッフの面接質問マニュアル 拡大版
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❼『働き続ける為に大切なこと・
「わたしノート」の作成 』

☛仕事へのモチベーションを維持するために、セミ

ナー参加者（利用者・支援員）で夢や希望、余暇の

充実等の話を交えた意見交換を行う。

これまでの就労支援ツール（セミナー形式）の流れ

を汲んで、最終的に「サポートブック」の様な、自身

の特性や配慮事項等を説明した『わたしノート』を

作成していただく。

雇用先に渡して自身の事を理解して貰ったり、就職

活動（履歴書作成や面接等）の準備にも役立てる。 39393939



《実施結果》

・わたしノートの記入には、拡大版資料やスラ
イドで提示する等、説明方法の工夫が必要

・わたしノートの『配慮して欲しい』という

項目については、記入が難しい方が多い
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わたしノート⑴ 表紙記入例
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わたしノート⑵
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わたしノート⑶
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わたしノート⑷
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今後の課題

☛事業団就労支援委員会として、「就労支援ツール

（セミナー形式）」に取り組んで来た。

今後も就労支援ツールとしてより良い物にするた

め、常に改良を重ねる。

☛事業団内就労系事業所の支援員にツール使用

の研修を実施し、各事業所でバージョンアップを

図り汎化させる。
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☛今後もさらに多くの発達障がいのある方、また

その他の障がいのある方にサービスを提供して

いくために、常に質の高いプログラムの提供、

支援スキルの維持・向上を図る。

これからも障がいのある方への就労支援の充

実を図り、より一層質の高いサービスの提供を

目指す。
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今回、就労支援ツール作成にあたって、

☛独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

大阪障害者職業センター 南大阪支所

☛堺市障害者就業・生活支援センター

「エマリス堺」

☛こども発達支援センターSun

☛こども発達支援センター青空

☛南河内南障害者就業・生活支援センター

にご協力いただきました。ありがとうございました。 47474747



ご清聴、ありがとうございました。ご清聴、ありがとうございました。ご清聴、ありがとうございました。ご清聴、ありがとうございました。

48484848


